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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　損害賠償請求事件（甲府地裁平成30年11月13日判決（労働判例1202号95頁））は、市立小学校の教諭であるＸが、平成24年度に勤務していた甲府市立Ａ小学校のＣ校長からパワー・ハラスメント（以下「パワハラ」という。）を受けてうつ病にり患し、休業し、精神的苦痛を受けたなどと主張し、被告甲府市に対しては国家賠償法１条1項に基づき、また被告山梨県に対しては同法３条１項に基づき、損害賠償等の支払を求めた事案である。
	○　本判決は、パワハラ該当性を判断した上で、パワハラに該当したとしても直ちに不法行為に該当するものではないという二段構成で判断している。
	○　パワハラに関する言動についての事実関係については、前提として、十分な調査を行うことが必要である。しかし、それでも証拠がないという場合、一般的には、当事者双方からの聴き取り内容について、どちらが自然であるか、合理性があるかなどを検討していくことになる。ただし、現場においては、パワハラに関する言動を懲戒処分というレベルでみることになるため、それなりの確証がない限り事実認定は困難であろう。労働関係においては、捜査権限もなく、事実認定には限界がある。

